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京
都
・長
岡
京
跡

ｏ

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
府
長
岡
京
市
神
足
芝
本
、
二
　
今
里
更
ノ
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九

一
年

（平
３
）
四
月
ｔ
七
月
、　
二
　
一
九
九

二
年

一
月
を
四
月

発
掘
機
関
　
　
働
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
岩
崎
　
誠
＾
二
　
山
本
輝
雄

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
ｔ
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
左
京
六
条

一
坊
十
町

（左
京
第
二
六
九
次
調
査
）

調
査
地
は
、
長
岡
京
六
条
条
間
小
路
に
北
接
し
た
東

一
坊
坊
間
大
路
よ
り
の

宅
地
推
定
地
で
あ
る
。
木
簡
は
、
そ
の
宅
地
の
南
辺
近
く
か
ら
検
出
し
た
井
戸

Ｓ
Ｅ
二
六
九

一
七

（木
簡
Ｏ
②
）
と
、　
宅
地
内
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
九
〇
九

（木
簡
③
）

か
ら
出
上
し
、

⑪
②
は
井
戸
の
埋
上
の
中
層
か
ら
出
上
し
た
。　
井
戸
か
ら
伴

出
し
た
遺
物
に
は
、　
須
恵
器
や
土
師
器

（食
器
類
や
貯
蔵
・
煮
沸
用
）
の
ほ
か
、

曲
物

・
斎
串

。
箸

・
檜
扇
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
③
の
共
伴
遺
物
に
は
、
和
同
開

弥

。
万
年
通
宝
や
鉄
製
鍬
先

の
ほ
か
、

「得
万
昌
」

「□
万
呂
」

「床
□
」
や

記
号
等
の
墨
書
土
器
な
ど
が
あ
り
、　
他
の
同
時
期
の
遺
構
か
ら
は
、　
和
同
開

弥

・
万
年
通
宝

・
神
功
開
宝
、　
金
属
製
帯
飾
り

（丸
輛
）
な
ど
が
出
土
し
て
い

塚一
。一

一　
右
京
二
条
二
坊
十

一
町

（右
京
第
三
八
六
次
調
査
）

調
査
地
は
、
阪
急
西
向
日
駅
の
西
方
約
九
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
水
田
で
、
長

岡
京
の
条
坊
復
原
に
よ
れ
ば
右
京
二
条
二
坊
十

一
町
の
西
南
部
に
相
当
す
る
。

調
査
面
積
は
約
五
三
三
∬
で
あ
る
。
付
近
に
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の

集
落
跡
と
し
て
著
名
な
今
里
遺
跡
や
、
奈
良
時
代
の
官
衛

（乙
訓
園
）
に
比
定
さ

れ
て
い
る
更
ノ
町
遺
跡
が
存
在
す
る
。
地
形
的
に
は
、
小
畑
川
が
形
成
し
た
標

高
二
八
ｍ
前
後
の
氾
濫
原
上
に
立
地
し
て
お
り
、
北
東
に
は
小
畑
川
が
南
流
し
、

ま
た
南
側
に
は
坂
川
が
暗
渠
と
な
っ
て
東
流
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
、
長
岡
京
期
の
大
き
く

四
時
期
に
区
分
さ
れ
る
澄
構

・
遺
物
を
検
出
し
、
長
岡
京
の
様
相
は
も
と
よ
り

今
里
遺
跡
の
範
囲
が
当
地
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
こ
の

(京都西南部)



う
ち
長
岡
京
に
関
係
す
る
遺
構
が
最
も
多
く
、
二
条
条
間
大
路
の
南
側
溝
と
考

え
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
三
八
六
二
〇
や
西
二
坊
第
二
小
路
の
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
六

一
九
、

掘
立
柱
建
物
、
土
坑
、
溝
、
橋
な
ど
を
検
出
し
た
。

十

一
町
は
、
西
二
坊
第
二
小
路
に
沿

っ
て
幅
約
二
ｍ
の
町
内
道
路
が
あ
り
、

ま
た
二
条
条
間
大
路
の
南
側
溝
か
ら
南

へ
約
七
〇
ｍ
の
地
点
に
東
西
溝
ｓ
Ｄ
三

八
六
〇
二
が
あ
る
。
こ
の
溝
の
北
側
で
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
八
六
〇
三
を
検
出
し
、

南
側
に
は
建
物
Ｓ
Ｂ
三
八
六
〇
八

（一百

三
間
）
と
東
に
庇
を
も
つ
建
物
ｓ
Ｂ
三

八
六
〇
七

（一ア

三
間
）
な
ど
、
小
規
模
な
南
北
棟
建
物
が
柱
筋
を
揃
え
て
東
西

に
並
ん
で
い
る
。　
Ｓ
Ｂ
三
八
六
〇
八
の
柱
掘
形
内
か
ら
、

「厨
」
と
記
さ
れ
た

墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
八
六
〇
三
か
ら
四
点
、
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
六
〇
二
か
ら

一

点
、
そ
し
て
溝
ｓ
Ｄ
三
八
六

一
二
か
ら

一
点
の
計
六
点
を
確
認
し
て
い
る
が
、

現
在
整
理
中
な
の
で
今
後
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ｓ
Ｋ
三
八
六
〇
三
は
、
東
西
二

。
一
ｍ
以
上
、
南
北
五

・
八
ｍ
以
上
、
深
さ

が
約
Ｏ

・
三
ｍ
ほ
ど
あ
る
土
坑
で
、
木
暦
と
粘
上
を
交
互
に
入
れ
て
埋
め
ら
れ

て
い
た
。
土
坑
内
か
ら
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
九
瓦

・
平
瓦
、
輔
の
羽
日
、

漆
器
の
小
重
、
箸
状
木
製
品
、
曲
物
の
底
板
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
八
六
〇
二
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
四
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、
全

長
約
二
三
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
こ
の
溝
と
町
内
道
路
と
の
交
差
点
に
は
、
四
本

の
橋
脚
を
も
つ
橋
Ｓ
ｘ
三
八
六
〇
五
が
架
け
ら
れ
、
し
か
も
西
二
坊
第
二
小
路

を
横
断
す
る
よ
う
に
掘
ら
れ
て
い
る
の
で
、
敷
地
を
分
割
す
る
機
能
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
周
辺
の
排
水
を
流
す
基
幹
水
路
と
考
え
ら
れ
る
。
埋
土
は
上
下
三

層
に
分
け
ら
れ
、
土
師
器

・
須
恵
器

。
九
瓦

・
平
瓦

・
神
功
開
宝

・
曲
物
の
底

板

・
馬
骨
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
八
六

一
二
は
、
西
北
西
か
ら
東
北
東
に
湾
曲
し
な
が
ら
東
流
す
る
溝

で
、
幅

一
・
五
を
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
三
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
両
岸
に
は
護
岸
の
た

め
の
杭
が
所
々
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
溝
は
、
長
岡
京
の
造
営
時
に
埋
め
立
て

ら
れ
た
よ
う
で
、
溝
内
か
ら
土
師
器

・
須
恵
器

。
瓦

・
馬
形
な
ど
の
木
製
品
が

出
上
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
十

一
町
内
で
は
初
め
て
の
調
査
で
あ
り
、
土
地
利
用
の
ご

く

一
部
を
知
り
得
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
後
述
す
る
木
簡
の
内
容
か
ら
み
て
、　
一

般
の
宅
地
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
官
司
と
の
関
係
が
濃
厚
と
考
え
ら
れ
る
。
特

に
、
こ
の
右
京
二
条
二
坊
の
地
が
、
平
安
京
で
は
条
女
町

・
大
学
町

・
兵
部
町

な
ど
い
わ
ゆ
る
諸
司
厨
町
の
点
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
だ
け
に
、
き
わ
め
て

興
味
深
い
と
い
え
よ
う
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

一　
左
京
六
条

一
坊
十
町

〔百
十
文
畠

ω
　
。
「
□
□
□
　
　
　
　
」

。
「
□
□
　
□
□
　
□
」
　
　

　

　
　

　

　

］ｏ買
Ｇ
Ｘ
岳

ｏ解

〔史
ヵ
〕

②

　

「
□
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ『受
Ｎ受
点
ｏ緞



①
　
　
□
　
石
寸
史
□
万
呂
取

ｘ
　
　
　
　
　
（長
∀
含
∀
∞
ｏ解

①
は
表
裏
に
墨
書
が
み
ら
れ
る
が
、
縦
に
半
我
さ
れ
て
お
り
、
文
字
の
解
読

は
困
難
で
あ
る
。
上
端
は
刀
子
に
よ
り
切
り
目
を
両
面
か
ら
施
し
て
折
ら
れ
て

お
り
、
下
端
は
刀
子
に
よ
り
斜
め
に
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。

②
柾
目
の
曲
物
底
板
を
幅
二
蝕
に
加
工
し
て
転
用
し
た
も
の
で
、
表
裏
に
細

い
直
線
的
な
切
傷
も
あ
り
、
木
簡
と
し
て
用
い
ら
れ
る
以
前
に
ま
な
板
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
。
文
字
は
薄
く
か
す
れ
た
状
態
で
、
赤
外
線
テ
レ

ビ
で
し
か
観
察
で
き
な
い
。
以
上
の
①
②
と
も
に
、
文
意
や
用
途
は
明
ら
か
で

な
い
。

③
は
中
央
に
何
ら
か
の
文
章
が
あ
り
、
そ
の
最
後
の

一
字
と
、
そ
の
下
の
割

書
の
右
の
文
字
列
の
半
分
が
読
み
取
れ
る
。
木
簡
の
上
下
と
左
約
半
分
は
欠
損

し
て
い
る
。　
石
寸
姓
に
つ
い
て
は
、

延
暦
二
年

（七
八
一こ

の

「
伊
勢
国
計
会

帳
」
に
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
散
事
石
寸
部
豊
足
、
養
老
五
年

（七
二
ご

の

「
下
総
国

‐

　

　

　

　

　

　

　

‐３

章
国
馴
剛
脚
脚
―――
酬
―――
―――
‐――
悧
キー
ーー
ーーー
‐――
悧
劇
Ｍ
関
‐―
―ｌｌ
ｌ‐―
周
□
学

1991年出上の木簡

い      ‐
l〔:こ,

崇

葛
飾
郡
大
鳴
郷
戸
籍
」
に
石
寸
部
比
米
都
賣
、
『新
撰
姓
氏
録
』

逸
文
に
は
石

寸
村
主
が
み
え
る
が
、
史
姓
の
石
寸
氏
は
未
見
で
あ
る
。

一
一　
右
京
二
条
二
坊
十

一
町

①　。　一「床津郷庸米五斗”韓義疇鵡韓醜蒻一料　　」

。
「
　
　
廷
暦
十
年
九
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
」

〕
］
い
×
］
中
×
〕
　
Φ
∞
μ

署

所
４評

壱
升
里
＾
　

八
月
十
一舘

羅
□
案
主
楊

『
守
嶋
』

②

　

「
考
所
請
飯
壱
升
Ｆ月
　
　
八
月
十
六
□
案
主
楊

『
守
嶋
』
×

（
］
Φ
μ
）
×
］
Φ
×
〕
　
Φ
洋
Φ

Ｏ

Φ
じ

×

］
Φ
×

〕

「
考
所
黒
飯
壱
升
回
□
□

九
月
五
日
案
主
楊
守。
嶋
□
」

14)

］
『
頓
×

］
Φ
×

中
　

〇
ド
岸

（
洋
∞
Φ
）
×

∞
〇
×

］

〇
岸
Φ

∞
”
×

μ
い
×

卜
　

Φ
∞
ド

（
μ
］
時
）
×

∞
〕
×

∞
　

〇
∞
Φ

①
ｉ
⑭
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
八
六
〇
三
、
⑤
は
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
六
〇
二
、
⑥
は
溝
Ｓ

Ｄ
三
八
六

一
二
か
ら
出
土
し
た
”

ω
は
庸
米
の
貢
進
物
付
札
の
完
形
品
で
、
形
態
は
長
方
形
を
し
た
板
目
材
の

下
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
で
、
表
面
に
は
庸
米
の

【文
ヵ
〕

「
ｏ
十
□
□
口
国

「
＜
□
回
□
回
＜
」

〔主
ヨ

ｘ剛
麺
炉記
姐繭
輔増
戸
＜
」



斗
量
と
三
人
の
貢
進
者
名
が
、
一異
面
に
は
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
俵
詰
め

し
て
貢
進
さ
れ
た
庸
米
は
衛
士
。仕
丁
。条
女
。女
丁
な
ど
の
食
糧
に
充
て
る
ほ

か
、
余
分
を
役
民
２
屋
直
及
び
食
糧
に
用
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る

（賦

役
令
計
帳
条
）。
庸
米

一
俵
の
斗
量
は
、
平
城
官
木
簡
な
ど
の
例
に
よ
れ
ば
五
斗
、

五
斗
八
升
、
六
斗
の
三
種
類
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
二
人
の
貢
進
者
名
と
そ

の
量
を
記
す
場
合
、
そ
れ
ら
を
合
せ
た
荷
物
に
し
て
い
る
例
の
多
い
こ
と
が
狩

野
久
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
令
庸
米
付
札
に
つ
い
て
」
『木
簡
研
究
』
一う
。

本
木
簡
に
お
い
て
は
、
三
人
の
貢
進
者
名
と
各
々
の
貢
輸
量
三
斗
、　
一
斗
、　
一

斗
を
合
せ
た
五
斗
に
な
っ
て
い
る
。

床
津
郷
は
、
『
和
名
類
乗
抄
』

に
よ
る
と
参
河
国
額
田
郡
の
所
管
に
な
っ
て

お
り
、
『
延
喜
式
』

で
も
参
河
国
は
庸
米
の
輸
貢
国
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
尾
津
公
氏
は
、
正
倉
院
文
書

（丹
表
古
文
垂
Ｃ

に
尾
津
君
阿
久
多
と
荒

鷹
の
名
が
み
え
、
両
名
が
参
河
国
額
田
郡
麻
津
郷
を
本
拠
地
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
本
木
簡
と
共
通
す
る
だ
け
に
興
味
深
い
。
三
川
直
氏
は
国
名
を
冠
す
る
氏

族
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

②
③
は
、
と
も
に
短
冊
形
を
呈
す
る
飯
の
請
求
文
書
で
あ
り
、
⑤
が
ほ
ぼ
完

形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
②
は
下
端
部
を
失

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
幅
、
厚

さ
と
も
は
ぽ
同
じ
寸
法
の
柾
目
材
を
使
用
し
て
お
り
、
端
部
も
刀
子
で
削
り
込

ん
で
調
整
し
て
い
る
。　
ま
た
、　
文
字
の
方
向
を
逆
に
し
て
重
ね
る
と
、　
同
じ

所
に
径
約
五
皿
大
の
穿
孔
が
あ
り
、
こ
の
孔
は
木
簡
を
東
ね
て
紐
綴
じ
す
る
た

め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
痕
は
全
体
に
不
鮮
明
で
あ
る
が
、
書
式
は
②
が

「考
所
＋
請
＋
飯
壱
升
十
日
付
＋
署
名
」
、
⑥
が

「考
所
十
黒
飯
壱
升
十
日
付

＋
署
名
」
と
若
千
異
な
り
、
②
の

「守
鳴
」
は
本
文
と
は
異
筆
と
推
察
で
き
る

か
ら
自
署
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
請
求
量
と
日
付
の
間
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
０
の
判
読
で
き
な
い
三
文
字
は
被
給
者
名
な
い
し
そ
の
職
掌
が
記
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「黒
」
は
黒
飯
の
注
記
で
あ
ろ
う
。

長
岡
京
の
太
政
官
厨
家
跡
に
お
い
て
も
考
所
か
ら
の
請
飯
木
簡
が
二
点
出
土

し
て
お
り
、
今
泉
隆
雄
氏
は
そ
の
考
所
を
太
政
官
の
考
課
事
務
を
処
理
す
る
所

と
推
定
さ
れ
て
い
る

（『長
岡
京
木
簡
』
こ
。
さ
ら
に
、
正
倉
院
文
書
に
よ
れ
ば
、

造
東
大
寺
司
に

「考
文
所
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り

翁
大

日
本
古
文
書
』
八
巻
六
七
頁
、
十
一
巻
二
三
一
ｔ
二
三
三
・
五
一
二
頁
な
ど
）、
こ
れ
ら

の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
②
Ｏ
は
某
官
司
の
考
課
事
務
に
従
事
し
た
役
人
な
ど
の

食
事
を
請
求
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
考
所
の
所
属
す
る
官
司
名

は
特
定
で
き
な
い
。
署
名
者
の
楊
守
嶋
は
渡
来
系
の
氏
族
で
、
案
主
と
あ
る
か

ら
考
所
の
実
務
を
担
当
し
た
下
級
官
人
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
長
岡

京
で
は
太
政
官
以
外
の
官
司
に
も
考
文
作
成
な
ど
に
関
わ
る
考
所
が
設
置
さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

ω
は
、
短
冊
形
を
し
た
板
目
材
の
木
簡
で
、
上
端
中
央
に
径
約
二
皿
大
の
穿

孔
が
あ
る
。
墨
痕
は
不
明
瞭
で
、
「十
」
以
外
は
断
定
し
が
た
い
。

０
は
、
柾
目
材
の
上
下
両
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
小
形
の
物
品
付
札
と
考

え
ら
れ
る
。
下
端
は
水
平
で
あ
る
が
、
上
端
は
左
上
か
ら
右
下

へ
斜
め
に
切
断

さ
れ
て
お
り
、
裏
面
の
上
部
は
剥
離
し
て
い
る
。
切
り
込
み
は
Ｖ
字
状
に
施
さ
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れ
、
切
り
込
み
部
分
に
は
紐
な
ど
を
巻
き
つ
け
た
痕
跡
が
あ
る
。
表
面
に
は
墨

痕
が
認
め
ら
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
判
読
で
き
な
い
。

０
は
上
半
部
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
上
下
両
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
調
の
付
札
で
あ
る
。
切
り
込
み
は
台
形
状
に
施
さ
れ
て
お
り
、
両
側

辺
は
直
線
で
は
な
く
て
弓
な
り
に
湾
曲
す
る
特
徴
が
あ
る
。
二
行
に
記
さ
れ
た

墨
書
は
全
体
に
不
鮮
明
で
、
剥
離
に
よ
り
文
字
の
欠
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
書
式
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
郷
名
以
下
を
割
り
書
き
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
欠
失
部
分
に
国
郡
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
察
で
き
る
。

ま
た
、
調
の
物
品
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
三
斗
と
あ
る
か
ら
塩
で
あ

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

貢
進
者
は
、
戸
主
篤
と
戸
口
名
を
記
し
て
い
る
。
前
者
は
氏
姓
名
を
確
定
で

き
な
い
が
、
後
者
は
三
家
人
子
人
で
あ
ろ
う
。
三
家
人
氏
は
、
若
狭
国
の
遠
敷

郡
や
三
方
郡
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
こ
と
が
平
城
官
木
簡
な
ど
か
ら
知
ら
れ
、

若
狭
国
の
調
塩
は

『
延
喜
式
』
に
も
み
え
る
。
さ
ら
に
、
側
辺
が
湾
曲
す
る
と

い
う
形
態
的
特
徴
な
ど
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
若
狭
国
の
も
の
と
断
定
で
き
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
産
業
大
学
の
井
上
満
郎
氏
の
ご

協
力
に
よ
り
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
使
用
し
て
確
認
し
、
京
都
大
学
の
鎌
田
元

一
、

向
日
市
文
化
資
料
館
の
清
水
み
き
、
②
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ

ー
の
土
橋
誠
の
各
氏
か
ら
多
大
な
ご
教
示
を
得
た
。

（
一　
岩
崎
　
誠
、
二
　
山
本
輝
雄
）




